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（1）はじめに
諺には、大きく分けてギリシャ・ローマの古典や聖書に源を持つものと、
その土地の一般民衆の間で自然発生し、語り継がれてきたものとがある。
いずれの場合も、諺は民衆の間に浸透し、幾世代にもわたって語り継がれ
てきたことによって、その土地や民族に合った内容や表現に少しずつ変化
してきたのである。こうした事情から、諺は単に名言や処世訓であるだけ
でなく、民族の精神の反映でもあり、そこには土地に根ざした考え方や生
活の様子も表わされている。ヘルダー　00hannGottfriedIierder1744－1803）
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は、かつてエッセイの中で「諺は民族の考え方を映しだす鏡である」と語
った。ヴァンダー（K．F．W，Wander1803－1879）も、同じように諺は「国
の精神の所産」だと述べている。
諺が広まったとされる中世から十八世紀頃までは、まだ民衆の多くは農
耕や牧畜、狩猟や山仕事などをして生計を立てており、動物との係わりも
ごく日常的なことだった。W．H．プリュフォードによれば、都市部の生活
でも「十七世紀末近くまでベルリンの家々の前面には豚小屋が見られ、ヴ
アイマルのごとき小都市では十八世紀にもなお　〈町の羊飼〉がいる有様だ
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った」。この状況は十八世紀に入ったフランクフルトでも大きく変わるこ
とはなく、「市民たちは市門外に大きな菜園やブドウ園をもち、また他方
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には市の共有牧草地や森で牛や豚を飼う者があった」という。ましてや農
相では、野生の動物を日常目にすることは少なくなかった。
こうした普段からの動物との係わりは、当然のことながら諺にも多く見
られた。例えば、1832年に書かれたゲーテの『ファウスト』第二部には、
「誰が真の暗夜に悪者を見わけることができよう／雌牛は黒く、猫は灰色
＝
に見えるにきまったものだ」（相良守峯訳）という文章がある。「闇夜に鳥」
のことを言うが、ドイツでは雌牛と猫が登場する諺になっている。もとも
と、諺は比喩的な表現で表わされるものが多く、言葉や言い回しは自ずと
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生活に即したものになってこよう。古典や聖書に由来する諺も、使う人の
生活や土地柄に合わせて消長してきたと考えられる。よく知られている
「後の祭り／盗人をみて縄をなう」は、ラテン語訳の諺「家が焼け落ちて
消火ポンプがくる」から変化し、「雌牛が盗まれて小屋の修理をする」に
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なったという。いかにも森の民であるドイツ人らしい替えである。
ところで、こうした諺に登場する動物を用例数に従って並べてみると、
その種類も人間との係わりをよく表わしている。ヴァンダーの『ドイツ語
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ことわざ辞典』によれば、一位は「犬」（1769例）、二位「牛」（1055例）、
三位「猫」（962例L四位「馬」（938例）、五位「鶏」（798例）、六位「墟
馬」（659例）、七位「狼」（652例）、八位「鳥」（625例）、九位「狐」（437例し
十位「鼠」（349例）となっている。概観すると、前半には、犬、猫から家
畜まで人間の暮しに溶け込んだ動物が多く見られる。後半には、狼、狐か
ら鳥や鼠の類まで自然に生息する動物が集中している。これらは、しかし
いずれも人間の身近なところで暮す動物ばかりだと言えよう。前者は言う
までもないが、後者も敵対する動物とはいえ農民には身近な存在である。
それでは、これらの動物に対するイメージや評価はどうなのであろうか。
この用例数の順位にも、すでに人間との係わりで評価される動物の見方が
垣間見えるようである。旧約聖書の『創世記』（9章2－3）に記された次
のような文章からも、このことは容易に推察できよう。「地のすべての獣、
空のすべての鳥、地に這うすべてのもの、海のすべての魚は恐れおののい
て、あなたがたの支配に服し、すべて生きて動くものはあなたがたの食物
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となるであろう」。ドイツのみならず西洋のキリスト教社会では、こうし
た人間中心の発想がすべての基本にあり、その上に動物の働きや習性によ
ってそれぞれ異なった見方がなされてきたという。そこで、ここでは『グ
リム童話』の動物も参考にしながら、諺に出てくる各動物の特徴やイメー
ジを見ていくことで、ドイツ人の動物に対する見方と評価を詳しく採って
いくことにしたい。
（2）益多く従順な動物：牛、馬、臆馬
ここに取り上げた牛、馬、塩馬は、用例数から見ると二位、四位、六位
の順につけているが、有用性の観点からすれば、犬、猫、鶏などよりはる
かに優っていることは言うまでもない。それどころか、人間にはない労働
力と忍耐力をこれらの動物は持っており、この点が人々には大きな魅力で
あったのだろう。例えば、「骨の祈れる仕事」をOchsentour（牛のハイキ
ング）、Pferdearbeit（馬の仕事）、Eselarbeit（塩馬の仕事）と言うくらいで
ある。この他にも、牛、馬、塩馬は、それぞれ優れた特徴を持っており、
神話にも関係してくる重要な動物である。一般的にはイメージも悪くない
ことは容易に想像できよう。
よく知られているように、雌牛は雄牛より評価が高く、einemelkende
Kuh（乳を出す雌牛）と書いて、「金のなる木」と言われ、人間には「豊能、
価値あるもの」のシンボルと見なされてきた。ゲルマン神話では、雌牛は
天地創造のとき巨人に乳を与え、さらに氷を舐めて人間をこの世に送り出
したと伝えられている。そんな背景からも、AndererLeuteKtlhehaben
immergrOLiereEuter．（他人の雌牛はいつだって大きな乳房を持っている）と
いう諺があり、「降りの芝生は青い」と雌牛は嫉妬の対象ともなっている。
同様に、馬も評価が高く、古代より「敏感で、聡明なもの」と見なされ、
ゲルマン神話では主神のオーデインが八本脚の駿馬に乗って天翔けていた。
馬はあらゆる点で優れていて重宝がられたが、特に白馬は神の乗物として
畏敬の対象にもなっていたようである。こうした馬のイメージは、当然諺
にも表わされている。DasPferdistoftkltlgeralsseinReiter．（馬は騎手よ
り賢いことがよくある）。これは、動物だからといって馬を「侮ってはいけ
ない」というのである。
もちろん、魔馬にも崇高な側面はある。温馬はキリストの誕生に立会い、
マリアのエジプトへの逃避行にも一役買っている。馬のような速度はない
にしろ、その「誠実さ」から魔馬は神や預言者の乗物と言われ、さらには
予言の能力を持つ動物と見なされてきた。諺にもその名残が窺われる。
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WennmanderlEselnennt．sokommtergetrennt．（盤馬を呼べば、走り来る）
と言って、足の遅い塩馬も「噂をすれば、影が差す」ほど誠実なのである。
しかし、これらの動物はいずれもおとなしく働くだけに、現実には辛い
目に遭うことが多かったようである。Du sollst dem Ochsen，der da
drischt．nichtdasMaulverbinden．（脱穀をしている雄牛にくつわを掛けては
いけない）。使うだけ使って、褒美を与えない人がいたのだろう。「働く者
が多少得をしても悪く思ってはいけない」というのである。馬の場合も同
じで、DasPferd、dasdenHaferverdient．kriegtihnnichtimmer．（麦を得る
だけの仕事をした馬さえ必ずしもそれが得られない）と言うように、「骨を祈
っても相応の褒美が貰えない」馬もいた。同じ内容のものが臆馬にも見ら
れる。DemEseI．derdasKornzumMtlhletragt，WirddieSpreu，（穀物を製
粉所に運ぶ墟馬にモミ殻が与えられる）。随分馬鹿にした話だが、盤馬も
「大骨を折ったあげく、褒美がもらえない」ことがよくあったようである。
この他にも、とくに牛と墟馬は、馬とは違って「鈍重」、「愚直」のイ
メージが強く、愚弄されることが多かったようである。牛と渡鳥のこうし
たイメージは、考えてみれば堅実さ、誠実さの裏返しでもあり、明らかに
これは動物を見下した発想だと言えよう。牛でも雄牛に限定されるが、こ
んな諺がある。DerOchsestOLitsichnureinnlalamSeheunentor，（雄牛は
一度しか納屋の戸にはぶつからない）。言うまでもなく、「同じ失敗を繰り返
すのは愚か者」の意味だが、言外にはあの牛の鈍重さがイメージされてい
る。全く同じ内容の諺が盤馬にも見られる。DerEselgehtnureinmalaufs
Eis．（盤馬でさえ氷の上に行くのは一度だけ）といい、ここでもやはり墟馬
の愚直さが前提になっている。
こうした諺の場合、牛では特に乳の出ない雄を対象にしている点が特徴
的で、きわめて打算的な発想である。Man kann vom OchsennurRind－
neischerwarten．（雄牛からは牛肉しか期待できない）などその証左であろう。
墟馬に至ってはもっとひどいもので、WersICh selber zunlEselmachL
demwilljederseineSacheauflegen，（自らを臆馬にする者には、皆が荷を背
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負わせる）という。つまり、盤馬のように「控え巨＝こし過ぎる人は、つけ
込まれる」というのである。他にも、諺ではないが、Eselei（塩馬三昧）
と言えば、「愚行」を意味し、塩馬も馬鹿にされどうLと言えよう。
ところが、こうしたイメージと少し違うのが、昔話をもとに書かれたグ
リム童話に登場する動物である。馬については、優秀さゆえにイメージや
評価はあまり変わっていないが、牛と題馬はそうではない。あの愚弄され
た鈍重な雄牛が、F三人姉妹』では剣で切りつける神の子ラインバルトを
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「角で引っ掛け、空へ放り投げ」てしまうのである。デズモンド・モリス
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（DesmondMorris）によれば、「荷役動物は、倒れるまで働かされた」とい
う社会背景からしても、この牛の扱いは特別で、恐らくあまり手が加えら
れていない昔話に残る牛のイメージだったと言えよう。
全く同じように、愚直さの代名詞のような臆馬も、現実とは正反対の扱
いになっている。rちいさなロバ』では、リュートの吹ける音楽好きな魔
馬が、「とても上品に、礼儀正しく」振る舞い、結果、ある国のお姫棟を
101
めとり、王様になるのである。墟馬は、ここでは「愚直」ではなく、王家
の後継者に相応しい「気高い」存在として描かれていて、マリアのお供を
したあの誠実で崇高なイメージが蘇っている。盟馬とリュートの関係も、
普通はErpasstdazu．wiederEselzumLautenschlagen，（塩馬のリュpト演
奏と同じくらい彼はそれに合っている）といい、似合わない典型を皮肉って
表わす。しかし、ここではそれが全く逆の扱いになっていることに気づこ
う。
こうしてグリム童話を見ると、擬人化した話が多いとはいえ、どの動物
もその特徴と共に比較的公正に評価され、描かれていると言える。1812年
この童話が初めて出版されたとき、序文には次のように書かれていた。
「本当に幸せそうに見える子供の純粋さと同じ純粋さが、この文学には浸
透している。昔話も子供もいわば同じ、青白く、汚れのない、キラキラ輝
く目をしている……黄金時代について語る神話と同じように……この文学
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は公正さを示している」。グリム童話はその成り立ちから諺とは性格を異
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にしていて、同じ動物でも必ずしも似たようには扱われていない。それゆ
えに、双方の違いがまた人間の動物に対する係わり方やその背景をより明
確に示してくれるであろう。
（3）益少なくも無害な動物：犬、猫、鶏
ヴァンダーによれば、犬、猫、鶏は、用例教では一位、三位、五位にな
っており、全般的に有用性の高い牛、馬、墟馬より上位にある。これらの
動物は、農家にとっては大きな力とはならないが、その習性を利用するこ
とで多少役に立ち、人間にも馴染みやすい存在となった。一部には、特別
な愛情をかけられるものもいたという。しかし、一般には利用できる習性
があるとはいえ、その存在は冷遇されることはあっても、そんなに評価さ
れることはなかった。この点はグリム童話でもそれほど大きな違いはない
ようである。
そこで、犬、猫、鶏がかつてどんなイメージであったかを少し見ていく
ことにしよう。犬を扱った古い諺に、「命あってのものだね」にあたる
Bessereinlebender Hund alseintoterL6we，（生ける犬は死せる獅子よりま
し）という言葉がある。もともと、これは旧約聖書からでた諺だが、ここ
での犬は明らかに「卑しいもの、不浄なもの」のイメージが前提になって
いる。こうしたイメージは古い時代に強く、旧約聖書では犬は死肉をあさ
ほj
る卑しい動物として記されている。HundbIeibtFTund．wennerauehein
rotesHalsbandtr畠gt．（赤い首輪をしていても犬は犬）、この諺もその一つで、
犬がどんなに着飾っても「しょせん犬に変わりはない」というのである。
もちろん、こうしたイメージは犬だけではない。猫も同じで、一般に
「下購なもの」の代名詞のように使われていた。よく聞く話に、ドイツの
皇帝マキシミリアン一世が木彫家のヒエロニムス・レシュを訪ねたとき、
作業台にいた猫が皇帝を怪訝な顔して眺めたため家来が笑って言ったとい
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う。SlehtdochdieKatzedenKaiseran．（猫だって皇帝を見ているではない
か）。つまり、「下腹なものでも貴人をおどおどせずに見る（権利がある）」
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というのである。ただ、こうした猫も普段からあまり餌は与えられなかっ
たため、「不潔で汚らしく、小さな害獣をむさぼり食って暮して」いたと
lH
いう。
瑞についても、そのイメージはほとんど変わらない。例えば、Huhnist
KdnigaufseinemMist，（鶏は自分の糞の上では王様だ）という諺がある。こ
れは「内弁慶」ほどの意味だが、表現からしても鶏がいかに糞にまみれて
不潔に暮らしていたか理解できよう。しかも、餌を拾って食べる鶏を形容
する場合も、arm（哀れな）、dumm（愚かな）、Verruekt（いかれた）などの
言葉が付きもので、そのイメージは犬や猫と何ら変わらない。因みに、犬
にも鶏と同じように、DerHundisttapferaufseinemMist．（犬は自分の糞
の上では勇敢だ）という諺があり、鶏も犬も「卑しいもの、下蝮なもの」
という点では紛うことなく同類のようである。
こうしたイメージをもつ動物も、しかし時の経過とともに印象を徐々に
変えていく。人間がこれらの動物とうまく付き合うようになり、訓化して、
習性をうまく利用するようになったのである。特に犬については、その変
化は著しい。周知の通り、犬は「人間に忠実な存在」となり、番犬や猟犬
として諺に登場するようになった。番犬を扱ったものに、Wennalte
HurIdebellen，SichhlnauS！（老犬が吠えるときには外に注意しろ日　という諺
がある。言うまでもなく「大人空言を言わず」ほどの意味で、警戒心の強
い犬の習性が利用されてる。猟犬に引っ掛けた諺には、MitHundenrangt
manden Hasen，mitLobendieNarren．mitGo】ddie Frauen，（犬で兎を、褒
めて阿呆を、金で女を捕まえろ）がある。兎狩りには、ハンターとしての犬
の習性が欠かせないことをいい、文字通り「地獄の沙汰も金次第」という
のである。
習性が利用され、人間の役に立っているという点では、猫も同じである。
DieKatzehsstdasMausennicht．（猫は鼠捕りを止めない）は、猫のもっと
も得意とするところであり、「三つ子の魂百まで」である。この猫の習性
は、しかし鼠にとっては大変な脅威で、DerKatzenSpietistderM急use
g
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Tod．（猫の遊びは鼠の死）、つまり「安易な戯れ人泣かせ」と言われている。
人間からすれば、ここが狙いどころであり、Wenn die Katze nicht zu
Ha。Seist，tanZendieM急use．（猫がいないと鼠が踊る）、「鬼のいぬまの洗濯」
とならないよう、猫にはあまり餌を与えないようにしたという。
鶏も同根に、役に立つ習性を持っている。SolangedieHenneEierlegt，
solangelegtmanihrauch．（雌鶏は卵を産むかぎり、自分にも褒美がもらえ
る）といい、「卵を産む」ことが長所であることを、雌鶏は自覚している。
まさに「芸は身をたすく」といえよう。だが、愚かなはずの鶏もなかなか
したたかで、DieHuhnerlegenEierdurchdenKropf．（雌鶏は餌袋によって
卵を産む）という詰通り、「卵を産ませたければ、いいものを食べさせよ」
というのである。その態度たるや猫とは大きな違いである。
こうした動物も、しかし多少役に立つからといって安穏としていられる
わけではない。彼らは人間に飼われている以ヒ役に立って当り前であり、
役に立たなくなれば存在自体が危うくなるからである。現実に、彼らが害
を及ぼさなくても、用無しとなれば、飼うこと自体が、益ではなくなる。
K・トマスによれば、これらの動物は「年をとって役立たずになると、た
15I
いていは絞め殺されるか水死させられた」という。グリム童話にも、やは
り同じ目にあう　F老犬ズルタン』の話がある。老いたズルタンを飼い主が
始末しようと女房に次のように相談している。「ズルタンじいさんを撃ち
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殺そうと思うんだが。もうおれたちの役にはまるで立たないからな」。人
間の犬に対する見方は非常に冷静で、心情的な部分はあまり見られない。
猫に至っては、東献度もそれほど高くないせいか、犬以上に冷めた見方
がなされているようである。猫は、鼠を捕るためにあまり餌が与えられな
かったようだが、鼠捕りができなくなれば、餌どころか、始末されること
になる。そんな猫だけに、DerbesterlKatzekommteinMaushinaus．（最良
の猫から鼠が逃げ出す）となれば、これは「猿も木から落ちる」では済ま
されず、処分の対象となった。「無駄、無意味」は、ドイツ語でfbrKatze
（猫のため）というが、現実はそんなに甘くないようである。
9
このことは鶏の場合も全く変わらない。KrAhtdieHenneundschweigt
derHahn．istdasHausgartlbeldran．（雌鶏がコケコッコーと鳴き、雄鶏が黙
れば、家はうまく行かない）と言われ、これは悪い前兆と見なされた。卵を
産むことが雌鶏のいいところだったが、その雌鶏がコケコッコーと鳴けば、
雄になる。諺では、これは「かかあ天下の家はうまく行かない」ことをい
l‘・
うが、現実にはこの雌鶏は用無しであり、鶏の首は捻られたという。
（4）赦対する有害な動物：狼、狐、鼠など
狼、狐、鼠と言えば、いずれも俊敏で校滑なイメージを連想させる野生
動物であり、用例数では、狼が七位、鳥が八位、狐が九位、鼠が十位と、
いずれも後半に集中している。この中で、鳥は必ずしも有害とは言えない
ため、ここでは鳥をカラスに限定して一猪に見ていくことにする。そこで、
問題になるのが有害の定義である。これはあくまで人間から見て害あって
益なし、しかも訓化できないことを前提にしたものになろう。K・トマス
によれば、もともと動物は「食用／非食用、訓化／野生、有用／無用」の
lの
三つのカテゴリーに分けられていたという。この分類からすると、狼、狐、
カラス、鼠は、非食用、野生、そして無用に当てはまり、人間とは敵対す
る害あって益なしの関係になる。
校滑で停猛なイメージが強いのは、やはり狼であろう。特に、狼は農家
の人々には恐れられてきた。ゲルマン神話では、狼は戦いと知恵の神オー
デインに仕え、その足許で挿猛さをあらわに供物を食していたという。今
でも、「ひどく空腹なこと」をWolfshunger（狼の空腹）といい、「ひどい
日にあう」ことをunterdieWolfegeraten（狼に捕まる）といって、その棒
猛さが窺い知れる。諺では、DerWolfandertdasHaarurldbleibt，Wieer
war．（狼は毛が変わっても、もとの狼のままだ）という言葉があり、「悪党は
どう転んでも変わらない」ことを伝えている。それほど怖いイメージがあ
ったのだろう。
狐についても、怖いイメージは変わらない。狼ほど拝猛さはないが、
10
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「ひどく怒る」ことをfuchsteufelswild（狐が悪魔のように怒った）といい、
多少の怖さはあったようである。また、この「悪魔」からも推察できるよ
うに、中世には狐は放滑なところから悪魔や魔女の動物と見なされていた。
欲張りで、ずる賢い点では、狐も狼に引けを取らず、狼と同じ内容の諺が
見られる。DerFuehs諷ndertwohldenBalg，behaltaberdenSchalk．（狐は
皮を変えても、校滑なことに変わりはない）。これは、「外観は変われど、本
性は変わらない」ことをいい、狐の放狩さへの忠告とも受け取れる。
悪のイメージは、野生動物のせいか、カラスや鼠にもよく見られる。
wieeinRabestehlen（カラスのように盗む）と表現して、「手癖が悪い」こ
とをいい、Rabenmutter（カラスの母親）と書いて、子供の世話をしない
「薄情な母親」のことをいう。グリム童話にも、やはりこれとよく似た
1gI
『からす』と達する話がある。母親がむずかる娘に「おまえがからすにな
って、どこかへ飛んでいってくれたらいいのに」と薄情な気持ちを見せる
話である。鼠にも、また同様に悪いイメージがある。鼠は、それ自体すで
に「嫌な奴」を意味するが、船乗りの伝説からでたDieRattenverlassen
dassinkendeSehiff．（鼠は沈む船を見捨てる）という諺でも、「いい加減な
紋」として扱われている。
こうした動物へのイメージは、農民にとっては単なる印象では済まされ
ず、家畜を狙う有害な動物に対する警鐘でもあった。それに、これらの動
物は人間には馴染まず、訓化できない野生動物であって、その評価は非常
に低い。狼の場合、存在自体がすでに有害と見なされていた。DerWolf
frisstauchdiegezahlteSchafe，（狼は数えてある羊まで食ってしまう）といい、
「避けられない害悪にはどんな用心も役に立たない」と農家の人々は嘆い
ている。Derschreitzulangsam．denderWolferwtlr飢（狼に殺されかけて
泣き叫んでも遅すぎる）と言われるように、その行動は素早く、気づいた
ときはもう「手遅れ」なのである。
有害な点では、狐も狼とほとんど同じだと言えよう。狐はよく鷲鳥を襲
うことから、WennderFuchspredigt．htltedieGanse．（狐が説教するときは、
11
鷲鳥に気をつけろ）と言われている。何気なく静かに獲物に近づいていく
狐の姿は、まさに「盗人の昼寝もあてがある」という言葉通りである。ま
た、狩猟の手口もずる賢く、WoderFuchsseinLagerhat．daraubter
nicht．（自分の巣穴のあるところでは、鶏を盗まない）と言われるように、狐
は絶対に「近所では悪事を働かない」のである。
カラスや鼠も、同様に悪いことをする点では変わりはない。カラスは雑
食とはいえ、腐肉も食べるため、FliegendeKrahefindetallzeitetwas．（飛
んでいるカラスはつねに何かを見つけだす）といって、空から畑の作物や小
さな動物を狙っている。まさに「火のないところ煙は立たない」のである。
さらに、EineKrahehacktderanderndieAugennichtaus．（カラスは他の
カラスの目を突つかない）、つまり「悪者同士にも仁義あり」といって、い
かにも律儀そうに見えるが、裏を返せば、仲間以外のものならカラスは容
赦なく食べてしまうというのである。鼠に至っては、農家の穀物を食べる
上に、かじられたら腫れ物ができると言われ、忌み嫌われた。
こうした百害あって一利なしの野生動物にも、しかし一つだけためにな
ることが残っている。皮肉なことだが、百害が消えてしまえばまさしく一
利となろう。狼には、DerWblfeTodistderSchafeHeil，（狼の死は羊の幸
福）という諺がある。文字通り、いつも狼の餌食になっていた羊にとって
は、その死は「他人の不幸は蜜の味」となろう。森の王様と言われた狼も、
猟師の手にかかってはどうにもならないのである。こんなとき、Wirtref▼
fen unswieder．sagtderFuchszum Wolf，Wennnichtfrllher．sobeimKtlrsch－
neraufderStange．（そのうち毛皮屋の竿に掛かって再会するよ、と狐が狼に
言った）という。
狐も同じことが言えるようである。StirbtderFuchs．SogiltderBalg，
（狐が死ねば皮が値打ち）。この諺は、もともと法律から出た言葉で、借り
ていた動物が死んだ場合、毛皮の価値だけ持ち主に弁償するように決めら
28I
れていたという。その後、この言葉は「火回し」の遊びで唱えられるよう
になり、次のような言葉がさらに続いていく。「長く生きてりゃ年を取る。
12
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生きてりゃ生きてる、死んだら死ぬさ。皮と一緒に狐を埋めるな、それが
Zり
狐の名誉だよ」。悪さを働いた挙句、死んで名誉となれば、狐も本望であ
ろう。
最後にもう一つ、鼠とカラスについて見ておこう。鼠は小さいだけに敵
も多く、ここに出てきた狐も鼠を餌にする。だが、一番の敵はやはりあの
猫であろう。DerKatzenSpielistderMauseTod．（猫の戯れ鼠の死）とい
・・、
われたが、グリム童話の『猫と鼠のともぐらし』の話はその典型である。
カラスについては、その死を喜ぶものがいるという話はあまり聞かない。
もともと、カラスは人の死や不幸を告げる動物と言われてきただけに、そ
の死を扱った諺は全くと言っていいほど見当たらないのである。それだけ
に、この動物はいっそう不気味で、不吉に見えてくる。
（5）人間対動物の構図
ここまで個々に十種類の動物を見てきたが、これらを総体として捉え直
してみると、どの動物についてもその習性と評価の間には一つのはっきり
した見方があることに気づく。牛、馬、墟馬は、従順なイメージを持ち、
有用性に富んでいて、人間にとっては大きな力となった。また、犬、猫、
鶏は、イメージの一正ではあまりよくないが、訓化されることで多少とも人
間の役には立ってきた。狼、狐、カラス、鼠に至っては、イメージは最も
ひどく、これらの野生動物は害にこそなれ何ら人間の役には立たなかった
のである。それぞれの動物がどんな習性を持ち、それが人間にとってどう
役立つのかが、ここではイメージと評価の大きな基準となっているようで
ある。
こうした人間中心主義的な発想は、すでに旧約聖書の中に見られたが、
D・モリスはこのことを指摘して、「人間をすべての生きものの最高位に
位置づけるという新たな考え方が登場し……ほかの動物は、〈分別のない
獣）へと格下げされた……頂点に神を仰ぎ、まん中に人間、動物を底辺に
すえるキリスト教徒にとって、他のすべての生きものを愚かにも迫害する
13
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状況がしつらえられた」と述べている。この言葉からも分かるように、
「分別のない獣」は、当然ながら人間や人間社会にとって都合よく扱われ
ることになった。さらには、これらの動物は有用性の程度によって様々に
階層化されることになったのである。「益多く従順な動物」、「益少なくも
無害な動物」、「敵対する有害な動物」の区分もその一つと言えよう。
こうした階層化の中で、動物のイメージや評価はおおよそ決まってきた
のである。牛、馬、臆馬については、いつの時代もイメージは大きく変わ
ることはなかった。彼らはおとなしく、人間に多くの利益をもたらす動物
として高く評価されてきたのである。これに対し、狼や狐の場合、イメー
ジは古代より何も変わっていないが、性質は馬や牛などとは正反対で、校
滑で有害、しかも馴染むことのできない最悪なものであった。牛は「偉大
な創造主」として、馬や墟馬は「神の乗物」として、また狼は「軍神の見
張り番」として、狐は「悪魔の動物」として、神話や昔話にそのまま登場
し、後世に伝えられてきた。その意味では、これらの動物のイメージや評
価は、時の推移の中でそれほど大きく変化することはなかったと言える。
一方、こうした動物以外の犬、猫、鶏などはどうだったのだろうか。も
ちろん、これらの動物もその資質や習性からくる独自のイメージを持って
いた。例えば、HundsbissheiltHundshaar．（犬にかまれたら犬の毛をあて
ろ）とよく言われるが、古い迷信によれば、人は狂犬にかまれたとき、そ
の犬の毛をかまれた傷につければいいというのである。この考えは、類似
Z4I
療法により凶運を払拭し、「邪悪を邪悪で癒す」というのである。犬はか
っては「不浄のもの、邪悪なもの」として恐れられたのである。しかし、
訓化によって次第に犬も人間に忠実になり、人間社会に多少とも役に立ち、
書のない存在になっていった。猫なども全く同じ道を辿ることになった。
ここには、当然イメージや評価の変化が生ずることになろう。
こうした人間の合理的な発想は、しかし裏を返せば人間が大自然の力に
飲み込まれることなく、自然といかに対時していくかを示したものであり、
古代の蒙昧主義を抜け出す術でもあった。この考え方は、やがては自然を
14
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も征服していくことに繋がっていくのである。すでに見てきた『創世記』
で神がノアに語る箇所からも分かるように、人間と動物は近しい関係には
なく、しかも人間は動物を好きなように扱っていいことが明らかにされた
のである。中世には、農奴を正当化するためにも、人間は動物を人並みに
扱うことなど考えられなかったのである。
そんな中、動物との関係はより合理的、経済的なものになっていったこ
とは想像に難くない。動物は重要な労働力であり、食糧源であったが、そ
の扱いはまさに奴隷のようだったという。例えば、牛、馬、葛馬は荷役動
物として使われ、犬は番犬や猟犬として飼われ、猫は鼠退治の道具として
馴らされてきた。ただ、どの動物も倒れるまで働かされたのである。あの
優等生の馬でさえ用無しとなれば、殺されることもあった。グリム童話で
25I
も、その様子が示されている。『狐と馬』では、長年主人に仕えてきた馬
が年を取って用無しになり、殺される運命となる。すでに見てきた　F老犬
ズルタン』でもこれと全く同じ話が見られた。ズルタンは老いて番犬とし
て役に立たず、殺されそうになったのである。
問題は、しかし役に立たなくなった動物が始末されることではなく、む
しろ動物が娯楽や金儲けのために殺されたことであろう。楽しみから野生
動物を容赦なく殺す傾向が見られたのである。例えば、駆除の名のもとに、
穀物を餌にする鳥に対しFriss，Vogel．oderstlrb！（鳥よ、食うか死ぬか
だ！）と言って、人々は狩猟を楽しんだ。狐もその皮のために狙われるこ
とになった。すでに見てきたように、AlleFtlChsetrefferlSichbeimKtlrSCh－
ner．（すべての狐は毛皮屋で出会う）という諺が残っているほどである。狼
とて同じで、狩猟を楽しむ人の恰好の標的となった。狐が狼に語る言葉が、
その事情をよく表わしている。WirtreEfen uns wieder‥．Wenn nicht
如her，SObeimKtlrSChneraufderStange，（そのうち皮屋の竿に掛かって再
Z6I
会するさ）。
人間と動物のこうした関係は、十九世紀の終わりになってようやく見直
される機運が出てきたというが、動物に対する人間の意識は果たしてどこ
15
まで変わっていたか疑問は残る。D・モリスはこのことを指摘して次のよ
うに述べている。「そのような無常な哲学にはすでに大規模な改革がなさ
27I
れているという事実はあるものの、その残影はいまだにこだましている」。
動物がむやみに殺されることは少なくなってきたが、人間は動物の仲間で
はないという考えはいまだ健在である。言い換えれば、人間中心主義の発
想はいささかも変わっていないと言っていい。
西洋の文化はむしろこうした発想の上に成り立っているものであり、こ
の発想を否定することはできない。事の是非は別にして、ドイツの様々な
諺はこうした背景から生まれてきたものであることは間違いのない事実で
あり、そこにこそ「民族の精神」が映し出されていると言える。諺が後の
世代に語り継がれていく「精神の所産」であり、知恵であるとしたら、こ
れらの諺は今までそうであったように今後何百年もの時を経て消長してい
くことであろう。そのとき便われている諺が改めてその精神についても説
明してくれるはずである。
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14）キース・トマス著r人間と自然界J　山内雅監訳、法政大学出版局、1997年、
157頁。
15）上掲番、147頁。
トマスによれば、犬の場合、羊などの番犬は用無しになるとよく殺されたと
いう。本当に可愛がられ大事にされたのは、こうした有用な大ではなく、不必
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要とも思われる猟犬や愛玩犬だったという。
16）r老犬ズルタンJ（童話集②）37頁。
17）LutzRohrichこa．a．0，，S．699．
解説によれば、昔から口笛を吹く娘とコケコッコーと鳴く雌鴇は、時期を逃
さないうちに締め上げた方がいいと言われてきた。
18）キース・トマス、上掲書、70頁。
19）rからすJ（童話集（卦）63頁。
20）LutzROhrlCh．a，a．0．，S．483．
21）山川丈平、上掲書、113貫。
昔流行したという　r火回し」の遊びとは、人が本文の文句を唱えながらでき
るだけ速くロウソクや木簡に点いた火を降りの人に渡していく遊びで、文句を
唱えている閥に火が消えたら、その人が負けとなる。
22）r猫と鼠のともぐらLJ（童話集（む）24頁。
この話では、猫と鼠が一緒に暮し始めたが、ずる賢い猫は名付け親になった
と嘘を言っては教会に出かけていき、二人で冬の蓄えにと祭壇の下に隠してお
いたフェツトを一人で食べてしまう。猫は三度だましたうえに、それに気づい
て抗議した鼠までも最後に食べてしまったのである。
23）デズモンド・モリス、上掲書、42貫。
24）山川丈平、上掲書、ユ57頁。
25）r狐と馬』（童話集（り）91頁。
26）山川丈平、上掲書、114貫。
27）デズモンド・モリス、上掲書、46頁。
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